令和６年度(第１回)長崎県の包括的な地域医療を考える研究会シンポジウム
１．日　時：令和６年11月９日(土) 午後１時～３時15分
２．場　所：長崎県医師会館 及び Ｚｏｏｍ
(長崎市茂里町３番27号、TEL095-844-1111、FAX095-844-1110)
３．テーマ『どうする、「リハビリテーション・口腔・栄養管理」の一体的提供』
次　　　第
１）開　　会
(13:00)
２）挨　　拶　副代表世話人　佐藤　光治(長崎県医師会副会長)(13:00～13:05)
３）趣旨説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13:05～13:15)
４）講　　演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13:15～13:55)
急性期リハビリテーションの展開
～いつ、どのように、どこまでやるか？～
　　　広島大学病院リハビリテーション科教授　三上　幸夫　先生
５）シンポジスト発表(各15分)　　　　　　　　　　　　　　　(13:55～14:40)
　座長：早川　航一(長崎みなとメディカルセンター救命救急センター長)
　　　　重野　賢也(日赤長崎原爆病院副院長・消化器内科部長)
(1)どのように口腔管理を具体化するか？
　 俣野　正仁(長崎県歯科医師会副会長)
(2)栄養管理の一体的提供に思うこと
　 西岡　絵美(長崎リハビリテーション病院管理栄養士)
(3)一体的提供のために施設における介護職員の役割そして望む支援
　 中道　聖子(かたふち村統括介護アドバイザー)
６）シンポジスト意見交換・全体討論　　　　　　　　　　　　 (14:40～15:10)

７）座長総括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(15:10～15:15)

８）閉　　会　　
(15:15)
